
　
　
　
第
十
三
巷
　
　
紹
　
　
　
介

た
り
の
も
の
で
あ
っ
た
の
を
、
後
に
柱
が
圓
い
か
ら
こ
れ

も
亦
圓
い
方
が
似
合
ふ
だ
ら
う
、
こ
い
ふ
位
な
石
工
の
淺

薄
な
考
へ
で
か
う
し
て
了
つ
た
の
か
も
知
れ
ぬ
。
併
し
な

が
ら
雁
鎌
倉
時
代
ε
思
は
る
、
開
H
に
つ
い
て
み
る
の
で
あ
る

か
ら
、
あ
こ
の
も
の
か
も
知
れ
澱
が
一
分
異
例
ご
し
て
こ

え
掲
げ
て
お
あ
で
あ
る
（
第
二
百
十
入
・
第
二
百
十
九
圖
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
三
年
五
月
二
十
九
日
稿
了
）

紹

介

　
　
翻
上
代
鐸
制
の
研
究
　
　
　
　
坂
本
　
太
郎
著

　
交
通
は
祉
會
構
成
の
基
礎
的
契
機
で
あ
り
、
そ
れ
の
進
歩
は
ま

た
歴
史
獲
展
の
有
力
な
る
動
因
を
な
す
の
で
あ
る
が
、
黒
日
の
研

　
　
　
　
　
　
　
第
灘
號
　
　
　
側
側
　
（
四
三
四
）

究
に
於
て
は
此
の
分
野
は
今
な
ほ
未
墾
の
荒
野
ミ
し
て
取
残
さ
れ

た
る
観
な
し
、
こ
し
な
い
。
著
者
は
こ
こ
に
慨
す
る
所
あ
っ
て
そ
の

開
拓
を
留
ら
ん
、
こ
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
本
書
は
正
に
其
第
一
牧

獲
で
あ
る
。
著
者
の
見
解
に
從
へ
ば
交
通
の
配
達
に
は
、
地
方
交

通
國
内
交
通
世
界
交
通
の
三
時
代
を
劃
す
べ
く
、
騨
逓
制
度
は
國

内
交
通
時
代
の
著
し
き
特
徴
を
な
す
ε
い
ふ
、
此
の
見
地
よ
り
し

て
騨
の
草
創
盛
蓬
嚢
微
を
精
密
に
説
い
て
み
る
。
其
態
度
に
聯
か

静
的
に
過
ぐ
る
の
憾
が
あ
る
。
爾
ほ
一
．
般
交
通
號
蓬
史
に
於
け
る

騨
遍
欄
の
位
置
乃
至
意
義
の
如
き
も
評
論
せ
ら
れ
、
こ
れ
に
よ
っ

て
胱
會
糞
蓬
の
過
程
に
、
騨
制
を
出
現
せ
し
む
る
理
由
，
ま
た
そ

れ
の
褻
減
を
來
た
す
所
以
に
特
殊
な
る
も
の
が
あ
る
こ
ミ
を
薯
者

に
よ
っ
て
闘
く
を
得
る
な
ら
ば
、
學
界
の
幸
ミ
す
る
く
」
こ
ろ
で
あ

る
。
（
菊
版
二
七
一
頁
、
東
京
國
丈
堂
嚢
行
、
債
二
、
五
〇
）
〔
肥
後
〕

　
　
醗
封
建
説
會
の
統
制
ご
闘
孚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
．
正
　
巖
著

　
本
書
に
牧
録
さ
れ
た
十
八
編
の
論
文
は
、
各
々
研
究
謝
象
ミ
、

記
述
の
上
に
個
々
異
る
も
の
な
れ
，
ご
其
聞
、
封
建
祉
會
自
ら
の
懲

己
否
定
、
即
ち
そ
の
必
然
的
崩
壌
の
過
程
に
あ
り
・
こ
す
る
思
想
に



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ
　
も
　
へ

於
て
…
延
せ
ん
・
こ
す
る
や
う
で
あ
る
。
第
一
編
経
濟
統
湘
に
於
て

は
、
封
建
肚
會
か
貨
幣
経
濟
の
合
理
主
義
に
よ
っ
て
癒
否
せ
ら
ろ

・
を
覗
き
、
藩
札
獲
行
、
税
制
に
現
は
れ
た
る
牧
入
の
相
蜀
的
遮

減
、
農
民
経
論
、
藩
財
政
の
安
定
確
立
策
噛
し
し
て
の
林
業
等
を
論
じ

此
等
は
多
く
著
者
の
所
謂
墓
礎
的
分
野
研
究
噌
こ
し
て
囲
山
、
津
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

藩
の
上
に
試
み
ら
れ
て
み
る
。
第
二
編
趾
海
蛍
箏
に
は
、
こ
れ
を

必
然
的
纏
起
の
封
建
制
崩
壌
過
程
の
一
現
象
ミ
観
、
猫
特
の
地
方

色
表
現
を
還
元
し
、
そ
の
普
遍
性
を
求
め
ん
ミ
カ
め
，
作
州
幅
山

藩
、
高
野
由
領
、
羽
州
、
豫
州
、
上
州
の
百
挫
桶
揆
を
調
査
し
て

時
間
的
並
に
地
理
的
分
布
、
類
別
、
獲
生
原
園
等
の
概
念
の
下
に

封
建
制
…
刷
壌
過
程
を
見
ん
ミ
し
て
み
る
。
（
菊
版
五
日
○
頁
、
改
造

杜
獲
行
、
償
三
・
五
〇
）
〔
小
葉
田
〕

　
　
麟
萬
葉
集
の
丈
化
史
的
研
究
　
西
村
　
誓
事
著
定

　
文
化
史
の
護
摩
が
土
俗
誌
乃
至
入
類
學
に
負
．
瀞
所
の
大
な
る
は

皆
人
の
知
る
所
で
あ
る
。
我
國
に
於
て
こ
の
方
面
に
歪
な
る
努
力

を
捧
げ
ら
れ
た
一
入
ざ
し
て
西
村
眞
次
氏
を
あ
．
け
る
。
本
書
亦
こ

の
種
の
署
作
で
あ
り
萬
葉
集
を
文
化
人
類
墨
的
方
法
に
依
っ
て
虚

理
し
た
も
の
、
換
言
す
れ
ば
萬
葉
集
に
よ
っ
て
古
代
人
衆
の
生
活

　
　
　
第
十
三
倦
　
　
紹
　
　
　
介

様
式
が
い
か
な
る
形
に
窺
は
れ
る
か
を
見
た
痢
の
で
あ
る
。
先
づ

萬
葉
人
の
人
種
的
基
準
を
蓮
べ
そ
の
中
に
隼
人
、
肥
料
、
阿
陀
人

の
存
す
る
事
を
説
き
次
に
工
藝
方
面
で
は
衣
食
佐
始
め
、
旋
行

発
煙
、
音
燭
舞
踊
の
如
何
を
考
察
し
、
肚
會
的
現
象
に
於
て
は
性

的
驕
係
よ
り
家
族
黒
蝿
會
の
組
織
を
論
じ
勢
働
の
分
配
に
及
び
併

せ
て
そ
の
方
法
を
細
江
。
こ
・
で
は
又
政
治
外
交
の
方
颪
を
も
取

扱
ひ
最
後
の
土
俗
的
現
象
研
究
の
部
門
に
嵌
て
は
究
的
習
俗
、
禁

忌
的
習
俗
、
正
門
噸
こ
沼
南
、
璽
感
の
兆
謹
、
所
藤
噸
こ
祭
祀
、
葬
儀

帥
麺
こ
憾
説
の
事
項
に
つ
い
て
研
究
を
加
へ
て
居
る
。
こ
の
種
の

企
て
は
我
順
楽
界
に
於
け
る
新
し
き
試
の
一
に
腸
し
興
趣
の
豊
か

な
る
も
の
あ
る
を
壁
え
る
が
所
謂
文
化
史
な
る
も
の
が
こ
の
境
域

に
止
ま
る
で
あ
ら
う
か
は
疑
な
き
を
得
な
い
。
そ
の
研
究
は
概
し

て
記
述
的
並
列
的
で
あ
り
、
諸
種
の
推
論
に
は
柳
か
論
理
的
必
然

性
が
鋏
け
て
屠
る
か
に
思
ふ
。
私
は
氏
の
先
駆
者
的
態
度
に
嶽
し

て
は
常
に
敬
慕
の
心
を
失
は
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
な
ほ
透
徹
し

た
る
丈
音
入
類
學
的
の
研
究
の
こ
れ
に
よ
っ
て
夏
に
興
ら
ん
こ
一
こ

を
願
ふ
も
の
で
あ
る
。
（
菊
判
四
二
八
頁
、
東
京
東
京
堂
書
店
嚢

行
、
定
置
三
・
二
〇
）
〔
肥
後
〕

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
｝
四
三
　
（
四
三
五
）


